
 

 

   

SafetyPlusOne（セーフティプラスワン） 

活用マニュアル 

LV.4 

乗務判断モード 

 

LV.3 

個人の平均値で

設定 

 

LV.2 

全員一律管理 

 

LV.1 

データ保存のみ 



 

 

  

データ保存のみ LV.1 

 アラートメッセージを表示しないで測定ができます 

 

『アラート判定する』を選択後 

上と下の判定モードを「Off」にする 

『過去平均を超える場合アラートを表示する』を「Off」（灰色バー） 

『設定基準値を超える場合アラートを表示する』を「Off」（灰色バー） 

に設定して「保存」 



 

 

 

  

 設定値を超えた場合にアラートメッセージを表示します 

 

『アラート判定する』を選択 

全員一律管理 LV.2 



 

 

 

  『過去平均を超える場合アラートを表示する』を「Off」（灰色バー） 

『設定基準値を超える場合アラートを表示する』を「On」（青色バー） 

に設定して「保存」 

数値の変更も可能 

グラフで確認すると、最高血圧と最低血圧の基準値が緑線で表示される 

 ここをクリック 



 

 

 

  個人の平均値で設定 LV.3 

 過去平均のしきい値を超えた場合にアラートメッセージを表示します 

 

『アラート判定する』を選択 



 

 

  
『過去平均を超える場合アラートを表示する』を「On」（青色バー） 

『設定基準値を超える場合アラートを表示する』を「Off」（灰色バー） 

に設定して「保存」 

数値の変更も可能 

グラフで確認すると、最高血圧と最低血圧の平均値が赤線で表示される 

 ここをクリック 



 

 

 

  乗務判断モード LV.4 

「環境設定画面」の【血圧判定機能】の血圧判定モードから 

『乗務判断する』を選択して「保存」 

※インストール直後は『乗務判断する』に設定されています 

 全ト協発行のマニュアルを参考に乗務判断を行います 

※複数血圧測定には対応しておりません 



 

 

 

 

 

メッセージを変更したい！ 番外編 

 各種アラートメッセージの文言の変更が可能です 

環境設定画面の『メッセージ』タブから変更が可能 

※下図は乗務判断モードの場合のメッセージ編集画面 

各『編集』ボタンから「追加」、「更新」、

「削除」が可能 

アラート判定モードの場合も同様の手順で変更ができます。 


